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　中部地域の歴史まちづくりに積極的に取り組む 14
都市の首長が一堂に会し、歴史まちづくりに関するノ
ウハウの共有やネットワーク強化などを目的とし、開
催されます。県内では初めての開催となり、本市のほ
か掛川市と伊豆の国市も参加します。
時10 月 16 日㈫午後１時～５時 20 分
場三嶋大社社務所１階大広間
内▶基調講演「三島市歴史的風致維持向上計画への期

待」▶パネルディスカッション「～歴史まちづくり
法施行 10 年を迎え～これまで・これからの取り組
み」▶記念イベント（農兵節など）　

定200 人（事前申込優先、当日受付は先着順）
申10 月９日㈫までに ＦＡＸ またはメールで都市計画課

℻ 973・7241、 *toshikei@city.mishima.shizuoka.jp
申込項目　①氏名②住所（市町村名のみ）③所属区分
（個人・会社・団体・行政関係・その他）④連絡先（電
話番号※携帯可）

■歴史まちづくり
地域固有の歴史的なまちなみ、三嶋大祭りや地域の

祭礼、歴史的に価値の高い建造物などを活かしたまち
づくりを進めることをいいます。
　市では平成 28 年に県下で初めて国に認定された「三
島市歴史的風致維持向上計画」により国の支援を受け
ながら、様々な事業を展開することにより歴史文化を
活かしたまちづくりを進めています。
※詳細はホームページをご確認ください
問都市計画課☎ 983・2631

歴史まちづくりに取り組む 14 都市の首長が参加
第６回中部歴史まちづくりサミット in 三島情報

▲前回の中部歴史まちづ
くりサミットの様子

▲会場の三嶋大社

美しい景観とともに、みんなでドローンの映像に写りませんか 

寄附者限定！ドローン撮影イベント in 山中城跡情報

時11 月 17 日㈯午前 10 時から
※雨天の場合は、18 日㈰に順延
場山中城跡公園
内▶ドローンによる撮影（参加者全員を撮影）▶学芸

員による山中城跡案内（普段は入れない障
しょうじぼり

子堀や畝
うね

堀
ほり

に入ることができます）▶発掘現場の見学 ▶甲
冑武者による山中城合戦の寸劇、撮影会 ▶スポー
ツチャンバラ大会

※撮影した映像は後日インターネット上にアップします。
対10 月 31 日㈬まで実施のガバメントクラウドファンディ

ング（山中城跡の維持管理）にてご寄附いただいた人
※寄附金額は問いません。寄附者全員にイベントのご 
　案内のはがきを送付しますので、当日お持ちください。
■ガバメントクラウドファンディングについて
　自治体が特定の目的のためにインターネットなどを
通じて多くの人から寄附を募るものです。国指定史跡
の山中城跡を良好な状態で後世へ引き継ぎ、魅力ある

史跡公園として多くの観光客が訪れる「日本一美しい
山城」を目指します。
■寄附方法

①ふるさとチョイスのホームページから申請
　　https://www.ｆurusａtｏ－tａｘ.ｊp/ｇcｆ/341
②三島市のホームページからダウンロードした申

込書に必要事項を記入の上、財政課（市役所西 
館２階）へ提出

　※申込書は財政課、郷土文化財室にも備え付け
■税控除が受けられます
　ふるさと納税と同じく税控除が受けられます。
■その他特典

①寄附金額 50,000 円以上：先着 10 人に、自分だけ
のドローン撮影を実施

　②寄附金額 5,000 円以上：全員で撮影した DVD を 
　後日送付します

問郷土文化財室（生涯学習センター４階）☎ 983・2672
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私
の
ば
あ
ば
は
、
津
軽
三
味
線
や
し
ぎ

ん
な
ど
を
や
っ
て
い
て
、
地
域
の
活
動
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
趣
味
の
三
味
線
で
は
、
青
森
の
大

会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
私
が
小
さ
い
こ

ろ
は
、
一
緒
に
ば
あ
ば
の
応
援
に
行
き
ま

し
た
。

　

私
は
ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
て
、
そ
の
送

り
迎
え
を
し
て
く
れ
る
や
さ
し
い
ば
あ
ば

で
す
。
車
に
乗
る
こ
と
が
多
い
の
で
事
故

に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
で

す
。
優
勝
し
て
、
や
さ
し
く
て
大
好
き
な

ば
あ
ば
に
恩
返
し
し
た
い
で
す
。

わ
た
し
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

当
番　

お
い
で　

り
こ 

さ
ん
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郷土資料館☎ 971・8228

　
今
回
は
企
画
展
「
近
代
三
島
を
つ

く
っ
た
人
々
」
か
ら
、
幕
末
・
明
治

に
三
島
で
活
躍
し
た
人
々
の
蔵
書
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

明
治
時
代
前
半
は
、
政
治
・
行
政
・

産
業
・
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

社
会
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
地
域
で
変
革
の
担
い
手

と
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
村
の

名
主
や
三
島
宿
の
宿
役
人
を
つ
と
め

て
い
た
地
域
の
有
力
者
た
ち
で
し
た
。

　

彼
ら
の
多
く
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

高
度
な
教
育
を
受
け
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
を
進
め
る
傍
ら
、
俳
句

や
和
歌
な
ど
の
文
化
的
な
活
動
に
も

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
佐
野
村
の
勝
俣
家
は
江

戸
時
代
に
は
名
主
を
つ
と
め
て
お

り
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
て
俳
人
と
し
て
活
躍
し
た

滝た
き
の
も
と

之
本
連れ

ん
す
い水
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

連
水
の
父
、
常つ

ね
あ
き昭
も
花か

が
く岳
の
号
を
持

つ
俳
人
で
し
た
。

　

安
久
村
の
杉
山
家
は
、
江
戸
時
代

に
は
名
主
な
ど
の
村
役
人
を
、
明
治

時
代
に
は
戸
長
・
副
戸
長
、
中
郷

村
村
長
な
ど
を
つ
と
め
て
い
た
家

柄
で
す
。
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明

治
初
期
に
か
け
て
の
当
主
の
信の

ぶ
や
す安

は
、
牧ま

き
の
こ
う

之
郷
の
飯
田
家
か
ら
の
婿
養

子
で
、
当
時
伊
豆
で
は
名
を
知
ら
れ

て
い
た
国
学
者
・
歌
人
で
あ
る
飯
田

守も
り
と
し年
の
義
弟
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ

も
あ
っ
て
か
、
信
安
は
和
歌
を
得
意

と
し
て
い
ま
し
た
。

　

彼
ら
の
家
は
、
多
く
の
蔵
書
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
漢か

ん
せ
き籍

な
ど
江
戸
時
代
の
基
本
的
な
教
養
と

な
る
も
の
、
和
歌
や
俳
句
な
ど
自
分

の
文
化
活
動
に
関
す
る
も
の
な
ど
が

多
く
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
以
下
で

紹
介
す
る
よ
う
な
西
洋
文
明
を
紹
介

し
た
も
の
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

①
『
学
問
ノ
ス
ス
メ
』

　

福
沢
諭
吉
著
、
杉
山
家
旧
蔵

②
『
西
洋
事
情
』

　

福
沢
諭
吉
著
、
勝
俣
家
旧
蔵

　

海
外
の
政
治
・
経
済
・
技
術
な
ど　

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

③
『
文
明
開
化
』

　

加
藤
祐
一
著
、
杉
山
家
旧
蔵

　

著
者
は
大
阪
商
法
会
議
所
（
現
大

阪
商
工
会
議
所
）
設
立
に
貢
献
し
て

お
り
、
西
洋
の
経
済
制
度
を
広
く
紹

介
し
ま
し
た
。

　　

こ
れ
ら
の
蔵
書
か
ら
は
、
地
域
社

会
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
明
治
時
代
の

社
会
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
新

し
い
制
度
や
技
術
に
関
す
る
知
識
を

得
よ
う
と
し
て
い
た
姿
勢
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

企画展「近代三島を作った人々－後期：文化編－」を開催！
開催期間は 10 月 13 日㈯～平成 31 年１月３日㈭です。

近
代
三
島
を
つ
く
っ
た　
　

　
　
　
人
々
（
文
化
編
）

▲学問ノススメ

▲西洋事情▲文明開化
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